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正常な骨 骨粗しょう症の骨

1.イベニティによる治療についてのご注意
以下の患者さんでは、この薬の使用を避ける必要があります。
　使い始める前に医師、薬剤師または看護師に告げてください。

2.骨粗しょう症と骨折
骨粗しょう症が進行すると
骨の中がスカスカでもろくなり、
ちょっとしたことでも骨折しやすくなります。

3.新たな骨折が起きるリスク1）

4.骨折でかかる費用は？2）

背骨の骨折をしたことがあると、
骨折したことがない人に比べて
新たに足の付け根を骨折する危険性は
およそ2.8倍高くなることがわかっています。

【調査方法】 65歳以上の女性9,704名を対象に、既存の背骨の
骨折の有無と新たな足の付け根の骨折の発生リスクの関係を
検討した。

● 過去１年以内に虚血性心疾患又は脳血管障害を起こしたことがある人
　‒急性心筋梗塞　‒不安定狭心症　
　‒冠動脈血行再建術（経皮的冠インターベンションまたは冠動脈バイパス等）
　‒脳卒中（脳梗塞、脳出血、くも膜下出血）　など
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背骨の骨折有無別の新たな
足の付け根の骨折発生リスク（海外データ）1）

入院費用

140万～180万円

介護費用

242万円 / 年
（要介護1の場合）

36～42％

骨折後、自立に
支障をきたす割合

入院費用

77.6万円 
（入院日数42.6日）

1/3

背骨の骨折により
入院する割合

介護費用

6万4千円 / 30日
（要支援の場合）

外来通院にかかる
治療費

7万5千円 / 年
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骨形成
（骨がつくられること）

を促進

骨吸収
（骨が壊されること）

を抑制

● 関節の痛み ● 注射部位の痛み
● 注射部位の赤み ● 鼻、のどの炎症

5.イベニティのはたらき
イベニティは
「骨形成促進」と「骨吸収抑制」の
2つの作用を併せもちます。

6.イベニティによる効果
イベニティによる治療を12ヵ月（1年間）継続することで、治療を行わなかった場合と比べて
骨密度を速やかに大きく増加させることが期待できます。また、イベニティの治療を12ヵ月
（1年間）行った場合、行わなかった場合と比べて背骨の骨折を起こしにくいことが示され
ています。

8.イベニティによる副作用
イベニティの主な副作用として、
右のものが報告されています。
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イベニティによる骨密度増加作用（イメージ） イベニティによる背骨の骨折抑制作用（イメージ）

イベニティは1ヵ月に1回、12ヵ月（1年間）注射することで効果を発揮するお薬です。
イベニティの治療完了後も、別のお薬を用いて骨粗しょう症の治療を継続していきます。

イベニティ治療終了
12ヵ月目 1ヵ月目 6ヵ月目

骨粗しょう症
治療の継続

1本105mg×2本

イベニティによる治療

7.イベニティによる治療方法

＜動画＞イベニティによる治療を受ける方へ
イベニティに関するより詳しいご説明や、
骨粗しょう症という病気についてご説明をしている動画を、
ウェブサイト「イベニティ.jp」（https://evenity-pts.jp/）に掲載しています。

◀ウェブサイトは
こちら ◀動画はこちら
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